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（法第１０条第１項第７号） 
特定非営利活動法人 かまがや地域情報の窓 平成２１年度総会議事録 

 
１．開催日時： 平成２１年５月２３日（土） 午後５時～６時１５分 
２．開催場所： 鎌ヶ谷市中央公民館 ４階 学習室５ 
        鎌ヶ谷市富岡１丁目１番１号 
３．社員総数： ２３名（平成２０年３月末現在） 
４．出席理事： 川俣 蓁、渡部 恭子、金井 信也、御代川 由尚氏、川北 明氏 
５．出席者数： ２３名（内書面表決者１１名） 欠席： ３名 
６．議題 
 0. 司会（議事進行役）の選任について 

1. NPO 設立総会の成立有効（社員の１／２以上の出席：定款第２６条）の確認 
2. 議長の選任について 
3. 書記の選任（議事録書名人を兼務）について 
4. 審議事項 
・第１号議案  平成２０年度事業活動報告承認の件 
・第２号議案  平成２０年度事業決算報告の件 
・第３号議案  平成２０年度事業決算報告に対する監事の監査報告 
・第４号議案  平成２０年度事業決算報告に対する総会承認の件 
・第５号議案  平成２１年度事業承認の件 

・ 新年度事業活動取り組みの基本方針説明 
・ 平成２１年度事業計画 
・ 平成２１年度会計収支予算書 
・ 理事長・会計担当理事への謝礼支払いの件（１万円／年１回） 
・ 他の理事・監事への謝礼支払いの件（３千円／年１回） 

・第６号議案  平成２１年度役員改選に伴う理事の重任承認の件 
        ・ 役員重任の件 
        ・ 理事長 川俣 蓁 副理事長 渡部 恭子 副理事長 金井 信也 
          理事 川北 明  理事 御代川 由尚  監事 渡邊 千里 
７．議事経過の概要及び議決の結果 

(ア) 平成２１年度総会の司会進行は、当日総会出席者の中から金井 信也氏が選任された。 
(イ) 総会には社員２３名（内書面表決者名１１名）の出席があり、定款第２６条に基づき平成２１年

度総会の成立有効について、現理事長の川俣 蓁氏が確認し総会の開催を宣言した。 
(ウ) 議長の選任について諮ったところ、満場一致をもって川俣 蓁氏を選任した。 
(エ) 本総会の書記及び議事録署名人兼務の選任については、芝田 裕美氏及び鈴木 英雄氏の２名を

満場一致で選任した。 
(オ) 議長挨拶に続いて、議案の審議に入った。 
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① 第１号議案 平成２０年度事業活動報告承認の件 
議長は平成２０年度事業活動報告書に基づき報告し、司会（金井氏）よりその承認を求めた

ところ満場異議無く承認可決した。 
 

② 第２号議案 平成２０年度事業決算報告の件 
司会者の金井氏より平成２０年度決算報告について会計担当の渡部恭子氏に決算報告を求め、

渡部氏より平成２０年度収支計算書及び同貸借対照表に基づき決算報告を行った。平成２０

年度の当期収入合計は￥582,540 で前期繰越収支差額￥602,837 を加えて収支合計は

¥1,185,377 となり、一方の当期支出合計は¥351,005 で、当期収支差額は￥231,535 であった。 
収入合計から当期支出合計を差し引いた次期繰越収支差額は¥834,372 と報告された。 
その後決算報告の内容について司会（金井氏）より、報告内容の承認を求めたところ満場異

議無くこれを承認可決した。 
 

③ 第３号議案 平成２０年度事業決算報告に対する監事の監査報告 
平成２０年度の事業決算報告について監事の渡邊 千里氏が体調不良により欠席のため、川

北 明氏が監査報告書に基づき監査内容を代読して、報告書の通り相違なきことが確認さ

れた。その後、司会（金井氏）より監査報告内容について承認を求めたところ、満場異議

無くこれを承認可決した。 
 

 ④ 第４号議案 平成２０年度事業決算報告に対する総会承認の件 
      平成２０年度の事業決算報告について第１号議案から第３号議案に至るまで全て承認された

ので、議長より上記第１号から第３号議案までの内容について何か質問がないかを総会出席

の社員に問うたところ質疑は無かったため、司会（金井氏）より平成２０年度事業決算報告

全体に対する総会承認を求めたところ満場異議無くこれを承認可決した。 
 
    ⑤ 第５号議案 平成２１年度事業承認の件 

平成２１年度の事業取り組みについて、議長より以下の事項について説明がなされた。 
１．新年度事業活動取り組みの基本方針の説明 
２．平成２１年度事業計画 
３．平成２１年度会計収支予算書 
  当期収入合計は￥510,000 でそれに前期繰越収支差額￥834,372 を加えて収入合計   
  は¥1,344,372 を計画し、当期支出合計として￥587,000 を支出予定。 
  従って、当期収支差額は￥－77,000 の赤字予定で、収入合計から当期支出合計を差し

引いた次期繰越収支差額は￥757,372 の事業収支見通しとなる旨説明がなされた。 
４．議長より当ＮＰＯ法人の役員の職責遂行に対する謝礼として、昨年度と同額の理事長・

会計担当理事への謝礼金（１万円／年１回）及び他の理事・監事への謝礼金（３千円／

年１回）を支払いたい旨の説明があった。 
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  司会（金井氏）より平成２１年度の事業取り組み及び事業計画の収支予算案と役員の職

責遂行の謝礼金支払いについて総会の承認を求めたところ、満場異議無くこれを承認可

決した。 
 

    ⑥ 第６号議案 平成２１年度役員改選に伴う理事の重任承認の件 
議長より、平成２１年度の役員改選案について以下の説明がなされた。 
平成１９年度で理事１名が欠員となっていた役員体制を、平成２０年５月１０日に新たに理

事１名（御代川 由尚氏）が就任し役員体制を補充した。 
平成２１年度は平成１９年度改選時期より２年目に当たる役員の改選時期となるが、昨年度 
役員の欠員補充が出来た為、本年度の役員改選は平成２０年度までの理事５名のまま重任と 
したい旨、総会に提起され平成２１年度の新役員体制の審議を求めた。 
続いて、司会（金井氏）より総会出席の社員に平成２１年度の役員体制重任案の書面を配布

し、役員体制案を読み上げた。 
平成２１年度役員体制案： 
理事長：川俣 蓁氏 副理事長：渡部 恭子氏 副理事長：金井 信也氏 理事：川北 明

氏 理事：御代川 由尚氏 監事：渡邊 千里氏 
 
この後、司会（金井氏）より平成２１年度の役員改選（重任）案の承認を求めたところ、満

場異議無くこれを承認可決した。 
被選任者は、いずれもその就任を承諾した。 
 

    ・ 以上で総会の審議事項の第１号議案から第６号議案まで、全て承認され平成２１年度の総会

を終了した。 
  

署名年月日：平成２１年 ５月 ２３日 
 
                     議  長    川俣 蓁         印 
 
 
                     議事録署名人  芝田 裕美        印 
 
 
                     議事録署名人  鈴木 英雄        印 
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その他 
１．総会出席者名（順不同）１２名 
金井 信也氏、上開地 真理男氏、渡部 恭子氏、御代川 由尚氏、篠崎 史範氏、芝田 裕美氏、川俣

肇氏、鈴木 英雄氏、川北 明氏、川俣 蓁氏、岸本 健一氏、岩城 史和氏 
 
２．書面表決者名（順不同）１１名 
西村 幸子氏、佐久間 真由美氏、石原 孝志氏、塙 盛人氏、斉藤 秀樹氏、河野 弘氏、保谷 徳人

氏、岩中 哲夫氏、冨澤 一隆氏、鳥飼 英氏、五十嵐 實氏（（株）グリーニング・プラン） 
 
３．欠席者名（順不同）３名 
渡邊千里氏、木村鈴子氏、小西 惟愛氏 
 
４．総会開催に伴う、質疑応答の議事録 
川俣： 
総会が無事終了し、皆さんのご協力有難うございました。折角の機会ですのでご出席の皆さんと意見交換

の場を少し設けたいと思います。総会議案書に基づきご説明した内容でご意見またはご質問があればお受

けしたいと思います。 
 
川俣：事業計画説明の中で、平成２１年度は当ＮＰＯ法人を設立して 7 周年目となるため、何か記念事業

を行いたい。またそのため予算的には少ないが１５万円ほど予定している。多くの会員の方々に参加して

もらって、ＮＰＯ活動を盛り上げて行きたい。 
私事ではなるが、本年１月に心筋梗塞を併発して入院した。今のところ医者の診断で無理しなければ仕事

には差し支えないといわれている。そのような事情もあって是非本年度以降から会員の皆さんにはＮＰＯ

活動に直接参加していただいて、それぞれの役割を分担して活動を盛り上げていっていただきたい。 
 
川北：ＮＰＯ法人の立ち上げ当初から理事長と活動をしているが、まだ現役のサラリーマンでまだ定年ま

でに５年ほどある。会社ではどう言うわけか新規事業に携わることが多い。会社の取り組みではエコに関

する環境事業の開拓の仕事をしている。自治体・ＮＰＯ法人その他と連携しながら地球の温暖化を止める

という民間企業でそれに貢献する事業を行っている。 
 
渡部：当ＮＰＯ法人を設立して７年目になるという感慨深い年である。会計をずっとやっているので、今

年会計担当が替われるという期待もあったが事情でそれも出来なくなって、会計を継続する事となった。

また新しい事（会計システム）もあるので早く慣れてよう頑張って行きたいと思います。 
 
御代川：コンピューター関係の仕事をしている。私事であるが今月より生活の場を鎌ケ谷に移した。また

機材（サーバー）もこちらに移した。これから少しは動きやすくなるのではないかと思っている。 
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芝田：先ほど理事長から入院の話があったが、私も通院先の病院で理事長に出会った。健康を基盤にして

色んな事ができるので、皆さんも健康には気をつけられるようお願いします。 
 
上開地：昨年に新しく入会した。他にも市と協力してボランティア活動を市内で続けている。かまがや地

域情報の窓には、市内のボランティア団体の活動を取材して紹介する記事を書いてホームページに掲載を

してもらっている。 
 
篠崎：会員として登録しているが参加は余り出来来ていない。先ほどＫＡＩＳも設立７年目に入ると言わ

れたが、鎌ケ谷市内の情報をサイトに掲載している情報量は他に比べると突出している。パソコンレスキ

ューの話もあったが技術進歩が早く追いついていけない。 
 
鈴木：1 年ほど前に入会した。パソコンは使っているがまだまだ未熟、会の活動に協力できる分野では身

体を使って行える「ぼちぼち健康体操教室」をお手伝いさせてもらっている。 
 
岩城：私は今年定年を迎える団塊の世代、年金受給の関係で６５歳まで働かねばならない。今まで地元の

事に関わってこなかった。ＮＰＯ法人活動に参加して何ができるかわからないが、出来る範囲で協力をし

て行きたい。 
 
岸本：今年の初めにＫＡＩＳに入会した。鎌ケ谷に住んで７年となるが、今までボランティア活動団体に

関わる事は無かった。パソコンは独学で学び、何かボランティア活動で役立つお手伝いが出来ればと思っ

ています。 
 
川俣：昨年から正会員として参加、仕事は父が倒れたので「はなこうネット」のメンテナンスとサイト運

営を担当している。実働部隊として多分一番動かなければならないかなと思っている。 
 
金井：年に数回程度しか参加できていない。市内に勤めるサラリーマンなので毎回参加するわけには行か

ないが、出来ることから参加したいと思っています。 
 
川俣：我々のＮＰＯ活動について、少し掘り下げて話したい。最近他のＮＰＯ団体との交流の機会が増え

てきている。その中でＫＡＩＳの特徴として会員の構成年齢が３０歳代～７０歳代と幅広く他に余り見ら

れない。他の団体は大体年齢構成が５０歳代から６０歳代に集まっている。ＷＥＢ関係を主体に活動して

いる関係からこの様な幅広い年齢層の会員が集まってくれたのだと思う。設立当初から鎌ケ谷市民の生活

に役立つ情報提供を主体としたホームページも６年間も活動を続けているとコンテンツも蓄積され内容も

充実して訪問者のアクセス数も増えている。これは、他のＮＰＯ団体との差別化にもなり、この特徴を活

かさない手は無い。当ＮＰＯ法人のホームページの運営・管理に従事できる人は限られており、他の会員

の方が参加するには、ご自分の興味を持つジャンルについて投稿やブログでも何でもいいから、まず意見

などを発表してもらって、コンテンツの更新を続け一般市民の方が当サイトは常に新しい情報が掲載され
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ていると認知してもらうことが大切です。 
また理事の御代川さんのご協力でＫＡＩＳのサーバーを好条件でお借りしています。最近ユーチーブなど

の動画サイトで世界中から動画を投稿できるサービスもあるが、ＫＡＩＳでは鎌ケ谷を中心とした周辺地

区の情報を取材し編集した情報を動画や音声の形で、「地域情報の窓」ＨＰにジャンルごとに市民の意見な

どを掲載して発信し、ネットの持つ力を有効活用すれば、今までにない特徴あるサイトとして市民のアク

セスも更に増えて、バナー広告掲載の機会も増えてＫＡＩＳの事業収入増加に結び付くのではないかと期

待をしている。 
幸い我々の会員には幅広い年齢層の会員がおられ、多用な社会経験をされている。そのような中でご自分

の経験を発表するなり、興味のあるジャンルについて各会員が参加して活動していただければと有難いと

思います。 
 
御代川：パソコン事業について、今マイクロソフトが「ウインドゥズ７」の発売に際して、事前に勉強会

をサポートする制度を設けるようだ。もし、勉強会の実施が可能であればマイクロソフトから資料や講師

派遣など無償協力を得られるので、鎌ケ谷で「ウインドゥズ７」勉強会を実施できれば、関心の高い市民

も多く集まってくれるのではないかと思う。 
 
芝田：パソコン関係は御代川さんなど詳しい方もおられるので、地域の子育て支援など市民の声をＫＡＩ

Ｓに繋ぐ仲介役みたいなことは出来るかなとも思います。ただ個人情報保護の動きもあるので、直接市民

の方の声を動画などで流すのは問題を生じる恐れがあり、扱いには充分な注意が必要です。 
 
上開地：「ぶらりかまがや」ボランティア活動も行っている。活動に参加する市民の方と鎌ケ谷市内をまず

歩こう、その中で鎌ケ谷の自然・歴史・史跡などを勉強しようという活動を行っている。ボランティア活

動の中で団塊の世代を中心とした市民のつながりを作って行きたい。今度市側とも話し合って具体案をま

とめたいと思っている。 
 

以上 
 
 


